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性や適用時の課題について言及した．第 3 章においては Indirect Vision Cockpit のコンセプトを提案し，1) 擬似的な
視野角拡張 2) 擬似的な視点変更 の２点を自動車運転において設計・実装することを本研究の主題として設定し
た．このうち視野角拡張については第 4 章，視点変更については第 5 章にて，人の視知覚の機序に立脚した映像処
理方法を設計しドライビングシミュレータ上に実装することで，人の環境認識や運転体験がどう変化するか検証を
行なった．第 6 章ではこれらの知見を踏まえて実車上に Indirect Vision Cockpit を実装し，視野角拡張と視点変更が
与える効果を実際の自動車運転において検証した．第 7 章においてそれぞれの検証結果を元に考察を行い第 8 章に
おいて本論文の結論を述べた． 
 








1. 2017 年 7 月 25 日 14：45～16：15，予備口頭試問審査が協生館 3 階 S01 教室にて開催され審査の結果合格した。 
 予備口頭試問審査委員：砂原秀樹、南澤孝太、岸博幸、Charith Fernando  
 
2. 2018 年 1 月 18 日 14：00～16：00 博士論文公聴会が日吉キャンパス協生館 3 階 S01 教室にて開催された。
同公聴会終了後、同教室で博士論文審査会が開催され、全会一致で合格を決した。 
なお、公聴会出席者は以下の通りであった。 
  博士論文審査委員 4 名、博士研究主指導教員 1 名 
 
 
